
平成２９年度の取組状況の評価

施策分野 １　学びのステージに応じた教育のあり方

１－３　高等学校教育の質の向上

現状と課題

○県内中学校の卒業者数は、前年度より微増しているが、過去３０年間の推移をみると、減少しており、時代の進展も見据
えながら、県立高等学校の適正化に取り組んでいる。
○県内の中学生の高等学校進学率は、約98％に達し、中学校卒業後のほぼ全ての者が学ぶ教育機関となっている。その
うち、県内の高等学校への進学率は86％程度となっている。

○県内高校生の卒業者数は、この３年間わずかに増加している。進学率は60％程度で推移し、就職率は微減している。
○1,000人当たりの高校生の中途退学率は全国平均を上回っている。
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－ 100

平成２８年度平成２７年度

海外留学フェアを開催し、海外留学を促進する。（目標値：留学者数の増加） 290 162 181

新・高校生グローバルチャレンジ事業 セミナー参加者の満足度（%）

国際的に活躍する外国人を講師として招聘し、高校生対象の国際セミナーを開催する。（目標
値：セミナー参加者の満足度90%）

海外留学の促進 留学者数(人)

－

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

平成２９年度上段：取組名　下段：取組内容

インターンシップの実施率（%）

90.0

45

県内の企業や医療・福祉などに関する法人等へのインターンシップを充実させる。（目標値：イ
ンターンシップ実施率（高等学校） 85%以上）

スーパーグローバルハイスクールによる研究の推進 上段：国際的に活躍したいと考える生徒の割合(%)
下段：国内大学・海外大学への進学者の割合（%）

国際的に通用する能力をもつ高校生を育成するため、畝傍高校でグローバル人材育成に向け
た教育方法を研究する。（目標値：将来仕事や研究で国際的に活躍したいと考える生徒の割
合70%以上、 国際化に重点を置く国内大学・海外大学への進学者の割合30%以上）

61
－

57
－

56
24

○平成２９年度も平成２８年度に引き続き、教育研究所内に設置したキャリアサポートセンターにおいて、キャリア教育支援員２名及び
キャリアプランナー２名を配置し、高等学校の就職指導についての支援やインターンシップの受入先の開拓などに取り組んだ。これに
より、インターンシップ参加者数の増加や面接指導延べ人数等において成果を上げている。
○留学や海外大学への進学に興味や関心をもつ生徒を増やす取組を進め、留学のみならず海外大学への進学にもつなげる必要が
ある。
○英検準２級以上相当の英語力を有する高校３年生の割合は、全国平均を下回っており、生徒の英語力を高める取組が必要である。
なお、英語検定を受検した生徒の割合は、全国最下位であり、受検機会の拡大が喫緊の課題である。
○中途退学率が全国平均を上回っており、高等学校への不適応や進路希望への対応など、多様なニーズに柔軟に取り組む必要があ
る。
○就職に関する支援として、就職相談、就職活動に関する情報提供及び「若年者就労相談強化月間」を実施した。
○県立高等学校の現状と課題を整理し、教育内容や教育環境の充実を図るための学校・学科の配置の適正化について検討を行うた
め、臨時教育委員会会議を７回開催し、「県立高等学校適正化推進方針（案）」を策定した。

インターンシップの拡大

キャリア教育支援員による高等学校
訪問延べ数（回）

取組の成果と課題

キャリア教育支援員を配置し、就職希望者のサポートを行う。（目標値：訪問回数45回以上）

キャリアサポートセンターの運営

57 76

85.0 90.0

県立高等学校適正化の実施 

県立高等学校の適正化実施計画を策定する。実施計画の内容について広く周知する。

＊＊＊

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

○学校における職業意識の醸成や就労支援の取組に一定の成果が見られるが、インターンシップ等の更なる充実を図るため、キャリ
アサポートセンターとの協力体制を構築する必要がある。
○インターンシップの実施率は高い値を維持できている。今後も取組の継続とともに、就職相談や就職活動に関する情報提供を積極
的に行う必要がある。
○英語力を高め、海外に興味をもつ多くの生徒が参加できるような働きかけが必要である。
○高校生世代が社会の形成者として権利と義務の行使により、社会に積極的に関わろうとする態度を育成する必要がある。

インターンシップ実施率（高等学校） 90%以上

県内の企業や医療・福祉などに関する法人等へのインターンシップを充実させる。

※水色はアクションプランに掲載されていない取組である。

評価

インターンシップの拡大

今後の主な取組より (平成３０年度)

専門学科や総合学科における教育内容及び設備の充実

工業科などの専門学科や総合学科において、高い技術力・技能の習得につながるよう、専門教育の教育内容及び設備の充実を図る。

技能試験3級以上を有する生徒の増加
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